
呉港港湾脱炭素化推進協議会（第2回）　概要資料
港湾脱炭素化推進計画の目次（案）

第１回協議会を踏まえた事務局提案-KPIの参考値目標の記載-

第１回協議会を踏まえた事務局提案-追加のKPI・目標値の設定-

表 アンケート調査等により把握した【促進】事業の主な内容

水素・アンモニアの需要推計及び供給目標の検討（参考）

現時点では明確な燃料転換の計画が立案できていないた

め、参考として整理。

港湾脱炭素化促進事業及びその実施主体

計画の達成状況の評価に関する事項

定期的に協議会を開催、進捗状況を確認・評価

PDCAサイクルに取り組む体制を構築

評価は、設定したKPI（重要達成度指数）との比較により

行う。

計画期間

本計画の計画期間は2050年までとする。

本計画は、脱炭素化に資する技術の進展等を踏まえ、適

時適切に見直しを行う。

CO2排出量のKPI（重要達成度指数）については、全施設休止した鉄鋼企業を含める。

ただし、参考目標値として全施設休止した鉄鋼企業を除外した目標値を記載したいと考える。

全施設休止した企業を除外したCO2実質排出量の将来予測と目標値（参考）CO2実質排出量の将来予測と目標値

➜参考値として記載した場合，2030年度CO2排出量削減見込み２０％を目標値４６％に削減するために，短期間で次項の取組以外

で，どのようなものが考えられるか

１．ターミナル内のKPIとして、「低・脱炭素荷役機械の導

入割合」を設定したい。

⇒2030年度の目標値について、他港の計画では75％設定をし

ている港湾もあるが、下記表の2022年度で29％の導入割合で

あり、2030年度に75％の達成は難しいと思われる。そのため、

設定方法を下のとおり提案するがどうか。

２．事務局からの提案を踏まえたKPIを表1に整理する。

⇒取組方針を議論し、柱となる取組方針について追加の

KPIを定めたい。

2022年時の荷役機械の製造年をアンケートで確認させて頂

き、事務局で一般的な耐用年数を踏まえてリプレイス時期の

目安を設定させて頂きます。企業で荷役機械の更新計画が策

定されている場合は、その年次を用います。

リプレイス時に全て低炭素機械へ更新頂く場合を仮定して、

積み上げにより2030年の目標値を設定したいと考えておりま

す。増設予定があればそれも勘案したいと思います。

表 低・脱炭素荷役機械の導入割合の目標値

表1 事務局からの提案を踏まえたKPI
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